平 成 29 年 度 修 了 本 試 験
施行　平成29年12月　日
出題者　　 中島　義雄 　
科　目　地理情報システム

問題　以下に示すのは福岡県糸島市が実施しているスマートフォンとクラウドGISを利用した「枯れ松通報システム」の概念図およびシステムの説明である。この事例および授業中に行ったスマートフォンとクラウドGISの利用方法を思い出しながら、あなたが考える、社会に役立つスマートフォンとクラウドGISを連携させたシステムの概要（アイディア）について記述しなさい。（解答欄が不足する場合は裏面の使用も可）

	糸島市はGISの高度利用を図ることを目的とし、スマートフォンを利用して住民から枯れ松の位置情報と写真の提供を受け付ける『枯れ松通報システム』を構築し、住民からの情報受付を行っている。
平成24年11月、糸島市の観光名所「幣の松原」は真っ赤に染まった。これは紅葉しているのではなく、マツノザイセンチュウとマツノマダラカミキリの共生関係によって引き起こされるマツ枯病が発生したのである。しかし、この病気に対する絶対的な防除法は確立されていない。よって他への感染を防ぐためには、マツ枯病に罹患した松はすぐに伐倒駆除を行うしかない。だがこれらの松を糸島市だけで全部を把握することは困難を極める。そこで住民から情報の提供を受ける試みとして、スマートフォンを利用した『枯れ松通報システム』を構築し、ボランティアメンバーの協力を得て実施にこぎつけた。
枯れ松通報システムは、情報提供者各自が所有するスマートフォンから松枯れ情報を送信してもらい、糸島市はクラウドGISで提供を受けた情報を閲覧し、提供を受けて作成されたデータを字絵図と重ね合わせて松の所有者を把握し、松の所有者に伐倒を依頼するといった仕組みである。
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平 成 29 年 度 修 了 追 試 験
[bookmark: _GoBack]施行　平成30年1月　日
出題者　　 中島　義雄 　
科　目　地理情報システム

問題　2017年10月10日、我が国のH-IIAロケット36号機により、準天頂衛星システムの「みちびき4号機」の打ち上げが成功した。2018年度からは準天頂衛星システムの4機体制によるサービスが開始され、各種の測位サービスを円滑に利用して様々な分野への応用の可能性が広がることになる。
下線部に関連し、みちびきとGIS（地理情報システム）の双方を活用した未来の可能性についてあなたの考えを述べなさい。

[image: 2010年度に初号機が打ち上げられ、次いで2017年度に2・3・4号機が打ち上げられ4機体制になります]
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